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●レクスポ２００９


　　　　ユニカール大会


　21年2月15日（日）


　　　午前９時～


　  亀山市東野公園


（詳細は３面参照）





　秋です。厳しかった残暑でなまった体と心を楽しみながらリフレッシュしてくれるのは、ニュースポーツです。


　私たちのクラブは、「大会に出ることが目的ではなく、自分達の健康・楽しみ・心のいやし・仲間との楽しいおしゃべりをモットー」にしていたぬ





♪苦しくたって・悲しくたって～


何たって笑いが一番


　　　　お年寄りの多い地区回りたい





●あなたも、


ぜひ仲間に
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�





フィルムを持って





●エアロビクスセミナー


　　（好評につき


今年度も開催）


21年1月14・21日（水）


　　　2月11・25日（水）　　


　　　午後７時30分～９時


　  亀山西小学校体育館


参加費　１回５００円


　　　　　　会員３００円


　　





●





�たし


●親子の絵本づくり


　21年2月1日（日）


　　　午後１時～


亀山市協働センター


「みらい」


　　　　（詳細は３面参照）


●東野体育館


ニュースポーツ一般開放日


　　毎週月曜日


　　　午後１時～５時


　　　午後７時～９時


（ただし、専用使用が入っ


ている場合は中止なので、


お問い合わせ下さい）


　東野公園体育館


　　　　　℡83１８８８
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《あ・と・が・き》


◇迎春。皆様お変わりなく新しい年をお迎えのことと存じます。昨秋、アメリカの金融破綻に端を発した世界同時不況は、我が国でも派遣切り・内定取り消しなど雇用に及び、さらに深刻さを増しています。それと共に、これを招いた市場原理主義からの構造転換が世界的に加速しています。◇レクリエーションのもともとの語源は、「つくりなおし」です。ますます希薄になる人と人とのつながり・人と社会とのつながり・家族とのつながり･･･の復活こそ、レク活動の原点です。各位の参加と協力お願いします。　　　　　　


               　　　　　　　　　　





行　事　予　定








　映話ひととき会　代表


　　　岩間　政人　さん





　いろいろな活動はー


　笑いと映画と、


人との出会いです


いろいろな、まちづくり活動をされている岩間さん。今かかわって見える活動を挙げていくとーマジック集団｢亀山ロマンチカ｣、46番亀山宿～「宿場の賑わい復活一座」、最近立ち上げた〝巡回ふれあい映画会〟～「映話ひととき会」、県では「三重映画フェスティバル実行委員会」、｢瀬木組勝手応援団｣、「日本笑い学会　みえユーモア支部」「ロケっ津」などなど。笑いと映画と、人との出会いを大切にする活動ばかりです。


また、21世紀最初の２１日（２００１年１月２１日）に誕生した「きらめき亀山（かめさん）21」には毎月参加しています。この集いは情報源であり、勉強の場です。ケニアで活躍する、市橋隆雄君や同級生との再会もきら亀でした。


父の認知症介護と


ピエロにもらった


安らぎと勇気


平成２年１１月、父の認知症が重くなりました。母はすでに他界。奇しくもお姉さんの一周忌。民間会社で四十代前半の団塊中間管理職、バブル末期で超多忙、妻と苦しみ悩み、家族介護の限界を超え、まだ珍しかった、老人保健施設のお世話になりました。


このとき、誕生会の慰問グループの中に一人のクラウン（ピエロ）がいました。幼い頃の縁日の大道芸を思い出したのか、父に微笑みが戻ったのです。家族たちも笑いました。そして何より私自身が久しぶりに大笑い。本当に安らぎと勇気をもらい救われたのです。


クラウンスクール


第一回卒業生となる


父の死後、「ふるさとで何かをせねばー」との思いが、今につながっています。また後年の、「四日市商店街活性化クラウンスクール」の第１回卒業生となるーにもつながっていきます。


衣笠貞之助監督との出会いから、県内ロケ映画「いずれの森か青き海（瀬木直貴監督）」への出演も今のきっかけになっています。


「たった一度の人生定年後では遅すぎる･･･


かも知れない」と、53歳、この地を離れ難く、勝手に転勤拒否して退職。１年更新の嘱託ながらも「フリーター・ニート系若者の就職支援事業」を経て「県営住宅入居者のお世話」という、望んでいた福祉関連業務をさせていただいております。所得は激減しましたが、おかげさまでいたって健康。そんな仕事と、顔にお化粧してのピエロで、老人施設の慰問や、頼まれるとどこへでも行って人々を笑顔にする、時には映画やＴＶドラマ出演の話が舞い込んだりして･･･。それが岩間さんの毎日です。


近々には、映写機と数本の懐かしの映画フィルムを持って、お年寄りの多い地域を回りたいなんてことも考えています。映画をキッカケに、いろいろな人との出会い、語り合いー。


笑う門には福来たる


最後に岩間さんより。「わざと、泣くことは役者さんにしかできないけれど、無理してでも笑うことはできますよ！辛い時、苦しい時、悩んでばかりいないで、ちょっとほっぺを緩めてみて下さい、不思議と余裕が出てきて･･･、困っていたこと、怒っていたことがあほらしくなってきますよ。一度試してみてくださいネ！。


新年おめでとうございます。ドンマイ！どんまい！ゆっくりと。今年もがんばっていこうや！！映画みにきてね。よろしくお願いします」


●岩間政人さんの連絡先･･･


　亀山市西町四九六‐四


　　携帯電話


　　　０９０-１５０６-


　　　　　　　８５６９








わたしと「ピエロ」と映画
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